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札幌市立大学芸術の森キャンパスに自生する植物の和名と
アイヌ名の由来分析
津 田 唯 子1) 矢 部 和 夫2)
1)札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程，2)札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：現代使われる植物名の由来は，人間の生活との関わりが関係しているのではないかと
いう仮説のもとで，札幌市立大学芸術の森キャンパスに自生する在来植物 89 種の和名とア
イヌ名の由来を文献調査し，植物名の由来の要素を分析した．要素とは，植物の名づけに最
も関連が深い事柄である．要素を集計した結果，和名およびアイヌ名ともに最も多い植物名
の由来の要素は，サクラ，ラン，スミレなど植物の基本名であった．一方，人間の生活での
用途が由来である植物名は，和名ではのべ 108 個のうち 18 個，アイヌ名ではのべ 248 個のう
ち 36 個であり，仮説とは異なる結果が得られた．また，和名とアイヌ名の植物名の名づけ方
に明らかな違いを発見した．和名は，植物体の一つの部位の特徴が植物そのものを表す名前
となる場合が多かった．これに対してアイヌ名は，一種の植物の部位一つずつに対して名前
が割り当てられていた．そして，アイヌ名に見られた限定詞という要素は，植物のアイヌ名
の大きな特徴であり，同じ名前を持つ植物種との区別という重要な役割があった．アイヌの
口頭伝承からはさまざまな植物の用途が確認できたが，名前のなかにそれらの用途が反映さ
れていることは少なかった．したがって，植物が人間の生活において重要な役割を担ってい
たとしても，それらは必ずしも名前に反映されるとは限らないことが判明した．
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Abstract: Under the hypothesis that most plant names are derived from their ancient human
uses, we selected 89 native plants growing on campus at the School of Design, Sapporo City
University, northern Japan. We extracted the original meanings of the Japanese and
corresponding Ainu names from reliable literatures, and, then, classified into nineteen
‘ elementsʼ, each of which is the most related category for each plantʼs name. The most
frequent element in both Japanese and Ainu names were basic plant like cherry, orchid, and
violet. However, we did find that a plantʼs human use served as the main element for naming
in 18 out of 108 Japanese names and 36 out of 248 Ainu names, results that differed quite
drastically from our hypothesis. In addition, we found that in Japanese, plants were often
named after a characteristic of one part of the plant body, while in Ainu, a different plant
name was often assigned to each part of a plant, resulting in many names for one plant. We
also found a determiner element unique to Ainu names. The determiner has an important role
⚑．緒言
太古から人間は日常生活を営むために植物を利
用しており，現代の生活においても植物との関わ
りは避けることができない．現在使われる植物名
の多くは，今日よりも日常生活における植物の利
用が重要であった時代につけられていると考えら
れ，その名づけの由来には，少なからず人間の生
活との関わりや観察による視点が関係していると
考えられる．こうした背景のもと，本研究では札
幌市立大学芸術の森キャンパスに自生する在来植
物を対象に，和名とアイヌ名の由来を調査し，そ
の名づけの傾向を比較することを通して，人の生
活と植物の関わりを研究する．研究の初期では，
衣服を作る材料にする，食料にする，住居の資材
に使うなど衣食住に関連する植物の利用は，人間
が生活を行うことにおいて非常に重要な役割があ
ると推定した．したがって，その重要な役割を担
う植物の名前には，自分たちの生活と関連の深い
事柄や植物の利用の用途を由来として名をつける
場合が多かったのではないかと仮説を立てた．本
研究は，植物名の由来をデータベースとして作成
し，それをもとに和名とアイヌ名の由来を考察し，
この仮説を検証することを目的とした．
⚒．研究方法
はじめに，札幌市立大学芸術の森キャンパスに
自生する在来植物 89 種1) の名前とその由来を知
るために，標準和名，標準和名の別名，およびア
イヌ名の調査を行った．調査対象を芸術の森キャ
ンパス内の植物に限定した理由は，一つ一つの植
物の開葉，開花，紅葉，結実，冬芽形成などの生
活現象や生態を身近に観察し，より正確な植物名
の由来を分析できる植物の範囲として，普段の自
分の生活圏である芸術の森キャンパスが適してい
ると考えたからである．植物名の由来の調査にお
いては，牧野新日本植物図鑑2)，知里真志保著作
集3)，一般財団法人アイヌ民族博物館HP4) および
維管束植物分類表5) を利用した．これらの資料は
客観性や信頼性が高く，3)と 4)の資料に掲載され
ているアイヌ名については使用された地域が明記
されている．これら以外の資料は，出典や植物使
用地域が不明なため，利用できなかった．
植物の和名は意味の区切りであると考えられる
部分で分け，各部分について由来を考察した．「エ
ンレイソウ」という和名の植物の場合，まず「エ
ンレイ」と「ソウ」に分けた．そして，「エンレイ」
と「ソウ」それぞれについてその由来がなにか考
察した．植物のアイヌ名は，アイヌ名の由来が資
料に明確に記載されている場合は少なかった．し
たがって，資料に記載されたアイヌ名の意味から
由来を考察した．
次に，植物名の由来の考察からその部分名がど
のような要素から名づけられているか検討した．
本研究での要素とは，ある一種の植物の部分名そ
れぞれに最も関連が深いと思われる 20 の事柄を
指す(表⚑)．
形態形質とは，植物体の形質を由来とする要素
であり，色の形質が由来である場合は色，植物体
の大きさが由来である場合には大きさに要素を分
類した．さらに形・全体は，植物体のすべての部
位を含めた全体を明確な形態で表現したことが由
来の要素である．これに対して形・一部は，葉の
み，花のみなど植物体の部位一部の形態を明確に
表現したことが由来の要素と分類した．
生活形とは，ツタ～，～ソウ，など植物が自然
のなかでどのような生息形態をしているかを由来
とする要素である．
生理形質とは，植物が生きる中で示す生理的な
性質であり，生理的な形質の中で可視は，開花結
実時期など観察できる性質を由来とする要素であ
る．これに対して不可視とは，味，匂い，堅いな
ど目に見えない性質を由来とする要素である．
様子とは，植物体の部位の形態に明確に言及す
ることなく，見た目の抽象的な表現を由来とする
要素である．全体とは，茎，葉，花など，各部位
の形態は明確に言及せず，植物体全体の見た目の
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in distinguishing species with the same names from others. Although our literature review of
the Ainu oral tradition confirmed the human uses of the plants we studied, it was rare that
this use was reflected in name of the plants. Accordingly, we determined that even if plants
played an important role in human life, their uses are not necessarily reflected in their name.
Keywords: Ainu, Chiri Mashiho, Determiner, Japanese, Makino- illustrated book of Japanese
flora, Plant names
抽象的な表現を由来とする要素である．部分集合
とは，葉や花など，植物体の部位の形態には明確
に言及せず，部位の集合の見た目を抽象的に表現
したことを由来とする要素である．さらに部分と
は，植物体のある一部の部位のみについて，形態
に明確に言及することなく抽象的に表現したこと
を由来とする要素である．具体例としてヒトリシ
ズカという植物を例に挙げると(図⚑)，ヒトリシ
ズカの和名の由来は，「花穂が一本である様子」2)
とされていた．
花穂は植物体の一部であるが，和名の由来では
花穂の形態については明確に言及されておらず，
花穂が一本生えて生息しているという抽象的な様
子が和名の由来に大きく関係している．したがっ
て，様子の定義『植物体の部位の形態に明確に言
及することなく，見た目の抽象的な表現を由来と
する』に当てはめ，ヒトリシズカの名前の要素を
様子(部分)とした．
生息地とは，植物の生息地を由来とする要素で
ある．真偽とは，ニセ～，イヌ～などの言葉を使っ
て見た目が類似した別の植物と区別したことを由
来とする要素である．
基本名とは，～サクラ，～ラン，～ヤナギなど
それ以上名前を区切ることができない植物の根本
的な種の名を由来とする要素である．
用途とは，人間が自分たちの日常生活のなかで
植物を利用した際に，どのような用途で利用して
いたかを由来とする要素である．
動物の嗜好とは，植物が自然界に生息する特定
の動物や虫から捕食されることを由来とする要素
である．
古名とは，現代に使われている名前とは別に，
古い時代に使われていた，植物の名前を由来とす
る要素である．
転訛とは，もともと別に存在していた植物の名
前が，地方の訛りなどによって変化したことを由
来とする要素である．
伝承・効能とは，科学的には立証がないものの，
人々にあると信じられた植物の効果や効能を由来
とする要素である．
発音とは，中国語など日本語とは異なる言語の
発音を由来とする要素である．
限定詞とは，ある植物と同じ名を持つ別の種の
植物との区別を由来とする要素である．
このように植物名の由来となった要素を定義
し，本研究で調査対象とした植物名の由来がどの
ような要素にあてはまるか集計した．資料に由来
が明確に記載されていないものの，他の植物名の
考察などから推測して由来となった要素を定める
ことができた場合には，集計した数のなかに含め
た．また，多くの場合，一つの植物名は複数の部
分名で構成されていたので，それぞれの部分名に
当てはまる由来の要素をすべて数えた．
本研究で植物名の由来を考察し，その要素を定
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図 1 ヒトリシズカ
表 1 植物名の由来の要素
める手順は次の通りである．「イタヤカエデ」と
いう植物を例に挙げると，「イタヤカエデ」の和名
はまず，「イタヤ」と「カエデ」の二つの部分名に
分かれた．和名の由来は「葉がよく茂りちょうど
板で屋根をふさいだ板屋のように雨がもれること
はない意味である」2) とされており，「イタヤ」と
は葉の茂る様子が由来と推測できる．このとき，
一枚一枚の葉の形態には言及していないため，「イ
タヤ」の由来の要素は，様子(部分集合)とした．
「カエデ」については，植物の基本の種の名前を示
していると考え，由来の要素を基本名とした．次
に「イタヤカエデ」のアイヌ名はヌかンニシカラ
ニ3) であり，その意味は「まさかり，柄，つくる，
木」3) である．ここから人間が使用する道具，鉞の
柄の材料として利用されていたと推測できる．し
たがって，植物名の由来の要素は，用途とした．
植物の基本名は，和名で 33 個抽出され(表⚒)，
アイヌ名からの 24 個抽出された(表⚓)．これら
の基本名の一部は名前の由来が不明だった．な
お，これらの種ごとの要素のデータベースは札幌
市立大学学術機関リポジトリ6) に掲載した．
和名とアイヌ名の由来の要素を集計したのち，
植物のアイヌ名については，和名一つに対するア
イヌ名の個数を調査した．また，和名一つに対し
てアイヌ名を⚕個以上持つ植物について，地域ご
とにいくつのアイヌ名を使用しているかを集計し
た．
⚓．結果
今回調査した 89 種の在来植物に対して標準和
名と別名は全体で，のべ 109 個あった．これらの
うち，牧野新日本植物図鑑で由来が判明したもの
は，のべ 77 個であり，由来が不明だったものは，
のべ 32 個であった(図⚒)．一方，89 種に対応す
るアイヌ名の数は，のべ 248 個と和名の倍以上に
のぼった．それらのアイヌ名のべ 248 個のうち，
由来(意味)が判明したものはのべ 169 個であり，
由来が不明だったものはのべ 79 個であった(図
⚓)．
資料から判明した和名の由来を考察した結果，
考えられる由来の要素は全部で 19 項目であった
(図⚔)．また，資料から和名の由来が判明せず，
推測による要素の検討もできなかった不明の和名
は，のべ⚒個あった．
和名の由来のなかでは，以下の⚕つの要素が目
立って多く見られた．最も多い要素は～サクラ，
～ランなど基本名であり，のべ 46 個だった．⚒
番目に多い要素は，～ソウ，ツタ～など植物その
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表 2 植物の和名の基本名 表 3 植物のアイヌ名の基本名
ものの生息形態を由来とする生活形で，のべ 37
個であった．⚓番目に多い要素は，植物のある部
位の形態を由来とする形態形質(形・一部)であり，
のべ 30 個あった．⚔番目に多い要素は生息地で
あり，のべ 29 個あった．⚕番目に多い要素は，人
間の生活のなかでの用途であり，のべ 18 個あっ
た．
アイヌ名の由来の要素としては 20 項目のもの
が考えられ，⚔つの要素が目立って多く見られた
(図⚕)．最も多い要素は基本名であり，のべ 59
個であった．⚒番目に多い要素は，生活形であり，
のべ 38 個であった．⚓番目に多い要素は，用途
であり，のべ 36 個あった．⚔番目に多い要素は，
形態形質(形・一部)であり，のべ 22 個であった．
今回調査対象とした植物では，和名一つに対す
るアイヌ名は，⚐～19 個であった．そのなかで和
名一つに対してアイヌ名が一つも存在しない種が
圧倒的に多く，全体の約半数の種にのぼった(図
⚖)．また，アイヌ名を⚕個以上持つ植物は 25 種
だった．25 種に対応するアイヌ名 208 個につい
て，地域ごとにいくつのアイヌ名を使用している
か調査した(図⚗)．地域は北海道全域(紫)，オ
ホーツクエリア(青)，釧路・根室エリア(緑)，道
央エリア(黄)，道南エリア(橙)，道北エリア(赤)，
十勝エリア(黄緑)および樺太エリア(桃)と⚘つの
エリアに分類されている．図⚗では，例えば美幌
では⚕個以上のアイヌ名を持つ植物種に対してつ
けられた，のべ 30 個のアイヌ名を使用していた
ということを示している．使用したアイヌ名が多
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図 2 名前の由来が判明したものと不明な植物和名の
のべ数(標準和名＋別名)の割合
図 3 名前の由来が判明したものと不明なアイヌ植物
名ののべ数の割合
図 4 標準和名，別名の由来の要素
い順はオホーツクエリアの美幌(30 個)，道央エリ
アの幌別(23 個)，釧路・根室エリアの屈斜路(21
個)，道央エリアの沙流(20 個)および樺太エリア
の白浦(20 個)という順になっており，エリアとい
う広い地域で見ると，20～30 個の範囲であり，さ
ほど大きな偏りは見られなかった．しかしエリア
内の小さな地域ごとに見ると，釧路・根室エリア
の屈斜路，道北エリアの名寄，オホーツクエリア
の美幌，および樺太エリアの白浦と眞岡が，同じ
エリアの他の地域よりも突出して複数のアイヌ名
を使用していた．このような結果がみられた理由
としては，各エリア内のほかの地域と比べて屈斜
路，名寄，美幌，白浦，および眞岡では当時使用
された植物のアイヌ名が，文字資料に残る近現代
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図 5 アイヌ名の由来の要素
図 6 和名一つに対応するアイヌ名の個数と各個数のアイヌ名を持つ植物の種数
まで長期間口頭伝承によって伝えられたためでは
ないかと考えられる．
⚔．考察
植物のアイヌ名において，アイヌ名が一つも存
在しない種がアイヌ名全体の約半数の種にのぼっ
た(図⚖)．このことについては，自分たちが生活
のなかで利用するものにしか名をつけないという
アイヌ独自の習慣3) により，もともと存在しない
か，文字をもたない口頭伝承の文化であることか
ら，アイヌ名はあったものの徐々に失われたので
はないかと思われる．
和名とアイヌ名の由来を考察し，その要素を集
計した結果，それぞれの植物名の名づけ方に明ら
かな違いが発見できた．植物には花，葉，茎，根
などさまざまな部位があり，和名はそのうち一つ
の部位の特徴がその植物そのものを表す名前とな
る場合が多かった．しかし，アイヌ名は，ある一
種の植物の部位一つずつに対してアイヌ名が割り
当てられていた．したがって一つの種に対して複
数のアイヌ名が存在した．ただし，アイヌは自分
たちが生活のなかで利用するものにしか名をつけ
ないという独特の習慣があり3)，必ずしも植物の
すべての部位に名がつけられているわけではな
かった．また，アイヌ名は地域ごとに名づけが異
なる場合もあったため，和名と比べて異名が多く
存在するという特徴もみられた．これらの点が標
準和名・別名に対応するアイヌ名の数が倍以上に
なった理由であった．なお，標準和名 89 個に対
して，別名が 20 個にとどまった理由としては，植
物図鑑の整備が進んだことにより，標準和名が広
く一般化したため別名が淘汰されていったのでは
ないかと推測される．
アイヌ名は資料に記されたアイヌ名の意味から
名前の由来の要素を推測する場合が多く，その中
でも特徴的な「限定詞」という要素がみられた例
を一部紹介する．エンレイソウのアイヌ名にはキ
ナ・エマウリ『草・いちご』，まッネ・エマウリ『女
である・エマウリ』，およびくンネ・キナエマウリ
『黒い・草エマウリ』の⚓つがある．この⚓つのア
イヌ名では，キナ(草)，まッネ(女である)，くン
ネ(黒い)，キむン(山の)がともに限定詞の働きを
していると考えられる．まず，キナ・エマウリ
『草・いちご』のキナ(草)については，木になるい
ちごをエマウリというため，それと区別するため
につけられた4) 限定詞である．次に，まッネ・エ
マウリ『女である・エマウリ』のまッネ(女である)
は，オオバナノエンレイソウのアイヌ名，ピンネ・
エマウリが『男である・エマウリ』という意味で
あるため，それと区別するためにつけられた4) 限
定詞である．くンネ・キナエマウリ『黒い・草エ
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図 7 各地域で利用した植物のアイヌ名の個数(アイヌ名を 5個以上持つ植物)
マウリ』のくンネ(黒い)は先ほどのオオバナノエ
ンレイソウの花が白く，そのアイヌ名をレタル・
キナエマウリ『白い・草エマウリ』というため，
それと区別するためにつけられた4) 限定詞であ
る．また，フクジュソウのアイヌ名は，キむン・
クナウ『山の・クナウ』4) である．キむン・クナウ
『山の・クナウ』のキむン(山の)は別の種の植物で
ある野に咲くタンポポのアイヌ名が同じくクナウ
であり，そのタンポポと区別するためにつけられ
た4) 限定詞である．これらの限定詞，特にキナ
(草)，くンネ(黒い)，キむン(山の)はそれぞれ，
生活形，色，および生息地を意味するとも考えら
れる．しかしこの場合，単純に見た目の色や生息
地を表すというよりも，同一の名前を持つ別の植
物との区別を図るという意図がより強いと思われ
る．したがって，分類要素としては「限定詞」と
している．このようにアイヌ名の由来の要素のう
ち，「限定詞」は同じ名を持つ別の植物との区別を
図るために重要な役割があり，植物のアイヌ名に
おいての大きな特徴であると考えられる．
地域によるアイヌ名の使用個数の違いについ
て，道央エリアの中の地域では，グラフがなだら
かな曲線を描いており，一つの地域が突出して多
くアイヌ名を使用しているということはなかっ
た．これは，道央エリアに含まれる地域がほかの
エリアよりも広いことや，道央エリアでの研究事
例が豊富だったことが関係していると考えられ
る．この点については，各地域の場所や地理的な
特徴などを理解したうえで今後も検討していきた
い．
⚕．結論
本研究では，植物名の由来をデータベースとし
て作成し，植物の和名やアイヌ名はどのような要
素が由来になっているのかを明らかにし，植物名
が植物の利用の用途を由来としている場合が多
かったのではないかという仮説を証明しようと試
みた．その結果，和名，アイヌ名ともに植物名の
由来として最も多い要素は植物の基本の種の名前
を示す基本名であった．一方，用途を植物名の由
来とした植物名は和名では，のべ 108 個のうち 18
個，アイヌ名では，のべ 248 個のうち 36 個にとど
まり，人の生活のなかでの用途が植物名の由来と
して最も多いのではないかという仮説とは大きく
異なる結果が得られた．特に，アイヌの口頭伝承
のなかからは，薬，生活用品，呪術などさまざま
な用途での植物の利用が確認できたにもかかわら
ず4)，植物のアイヌ名のなかにそれらの用途が明
確に反映されていることは少なかった．したがっ
て，人の生活において植物が重要な役割や用途を
担っていたとしても，役割や用途は多くの場合，
アイヌ名に反映されなかったことが判明した．最
後に，今回の研究のもとになった植物名由来の解
析のデータベースは，本研究の成果の一部として
札幌市立大学学術機関リポジトリに掲載した．
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